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Penn State University式(2003a)、Faisy Fagon式を用いた。これらの予測式から算出されるREE
をestimated REE; eREEとした。 
結果 
95人の敗血症患者が対象となった。A群が66人(男性42人)、B群が29人(男性19人)であった。 
新たに得られた式は、男性：BMR (kcal/day) = -122.7 + 8.6 × weight (kg) + 5.0 × heigh
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t (cm) - 3.5 × age (R = 0.77)、女性： BMR (kcal/day) = -190.6 + 6.6 × weight (kg) +
 4.4 × height (cm) + 0.78 × age (R = 0.82)であった。この予測式から得られたeREEと、間
接熱量計から得た実測値(measured REE; mREE)の差を男女別に検討した。新規予測式から得られ
たeREE とmREEの差は、他の5つの従来の予測式から得られたeREEとmREEの差よりも有意に小さか
った(p < 0.05, one-way ANOVA with post hoc Newman-Keuls test)。次に、別の患者群(B群)に
ついて検討した。この新規予測式から得られたeREEとmREEの差は男女ともに、A群同様、従来の
予測式から得られたeREEとmREEの差よりも有意に小さいことを確認した(p < 0.05, one-way ANO
VA with post hoc Newman-Keuls test)。 
結語 
新たに開発した予測式により、アジア人の敗血症患者の基礎代謝エネルギーの推定が、従来よ
り正確に行うことが可能になることが示唆された。 
 
 
 
